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鳥海山木のおもちゃ美術館

5回目の冬を迎えて ～春には館名が変更になります
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　例年に比べ、雪の少ない穏やかな 1 月を迎えています。ここ数年は積雪量が多く、校舎への被害も多くありました。特
に屋根瓦は落雪による損傷とその後の雨漏りなどがあり、毎年のように屋根の補修工事を行っています。このまま、穏や
かに春が訪れるのではと錯覚してしまいますが、秋田の冬はこれからが本番。今年は 3 年ぶりに通常開催する冬の行事も
多いようで、各地に賑わいが戻っているようです。
　当館でも、この年末年始は家族 3 世代でご来館される姿を多くお見かけしました。久しぶりの再開で、お出かけの目的
地として選んでいただき大変ありがたく思います。

　さて、鳥海山木のおもちゃ美術館は2023年 4月 1日から名称を『鳥海山 木のおもちゃ館』に変更する関係条例改正が、
令和 4 年 12 月市議会定例会で議決されました。美術的なものを展示している施設との印象や誤解を与えており、より親
しみやすく、子どもと一緒に楽しめる木育施設という実態に即した名称に変えるという市の方針によるものです。
　2023 年 7 月には開館 5 周年を迎えます。館内の展示やおもちゃも続々入れ替えが行われており、様々なイベントも企
画しています。平穏な当たり前の日常の中で、何度でも安心して訪れていただけるような施設運営をこれからも目指して
まいります。
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屋根の積雪は例年と比べて少なめ（1月 11日現在） 新しい館名とロゴに順次更新していきます

木　　おもちゃ館の
鳥海山
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●3/5（日）
特別ワークショップ（岩城少年自然の家）

●2/5（日）
特別ワークショップ（岩城少年自然の家）

銀杏を丁寧に調理しています定番はおむすびとうどん 毎年人気のほおの葉ごはん

●4/1（土）
もりのなかにわ、あゆの森公園
シーズンオープン

●4/2（日）
特別ワークショップ（岩城少年自然の家）

●4/23（日）
春のあゆかわマルシェ

※日程・プログラムは変更になる場合がございます。詳しくはお問合せください。

〒015-0363  秋田県由利本荘市町村字鳴瀬台65-1 旧鮎川小学校
鳥海山木のおもちゃ美術館

http://chokaisan-wtm.jp

鳥海山木のおもちゃ美術館

２月 ３月 ４月
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FEATURE キッチンカフェkinoで地元の食材をおいしく食べよう！

　旧鮎川小学校の職員室を改装したキッチンカフェ kino では、「地元の食材をおいしく食べよう！」をコンセプトに、なるべ
く地元産、秋田産にこだわった食材での飲食提供をしています。お米はもちろん由利産。店内の羽釜で炊いたごはんで作るお
むすびは開店当初からの定番人気メニューです。野菜や山菜などはスタッフが持ち寄るものをはじめとして、前郷のゆりちゃ
ん市場が主な仕入先です。うす揚げや豆乳は同じく前郷の村上豆腐店。地域を代表する「本荘うどん」と「ゆり根うどん」も
人気メニューです。さらに、ブルーベリー、いちご、いちじくなど挙げるときりがありません。季節によって旬の食材を使用し、
それに応じメニューも切り替わっていきます。夏には鳥海高原のとうもろこしの「とうもろこしごはん」やジャージーミルク
と組み合わせた「コーンスープ」。校舎前の銀杏が実れば「ぎんなんごはん」。地元産の生姜が手に入れば「しょうがごはん」
や小松養蜂場の蜂蜜と組み合わせた「はちみつジンジャードリンク」などなど。地域の名産・特産を提供する店として、生産
者からも喜ばれています。
　すばらしい食材に恵まれた鳥海山麓と由利本荘市の食材を地元でおいしく食べていただくために、丁寧に手間を惜しまず調
理していますので、ぜひゆっくりとお食事をお楽しみください。もちろんお食事だけのご利用も可能です。

自家製パンとなつはぜジャム

●1/30（月）～ 2/3（金）
特別休館日


